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　'95年のサーボシステム事業部の主な製品開発は、 小容量から大容量まで、

多機能、 高性能、ダウンサイジングで、ハイコストパフォーマンスをコンセ

プトとした、ACサーボシステムおよびステッピングモータシステムのライン

ナップ強化を図った。

　ラインナップの強化拡充により、あらゆる用途に最適な機種が選定できて、

広く多様なアプリケーションへの対応が可能となった。

●ACサーボモータ ●センサ ●ACサーボアンプ

●ステッピングモータ ●ステッピングモータ用ドライバ
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